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原 著

リンパ節における結核結節の組織発生に

関す る実験的研究

第3報 再 感 染 実 験

弘前大学病理学教室(指 導 佐 藤 光 永)

国立 青 森 療 養 所(所 長 渡 辺 鉱 二)

永 井 一 徳

(受付 昭和30年8月8日)

緒 言

前2報1～2)に おいては リソバ行性 ならびに血行性 初 感

染 リンパ節結核 の組 織発生 について報告 した。 しか しな

が ら,周 知の如 く,一 般 に初 感染 と再感染 とでは結核性

病 変の組 織像にかな りの差異があ ることが認 め られ てい

る｡し たが つて今 回の実験 では,再 感染 時における リソ

パ節 の病変 を追及 し,初 感染 の変化 と対比 して見た。

実 験 方 法

実 験には体重2.0-2.5kgの 家兎26匹 を用 い た。 各

家兎 の頭側背部皮下 に牛型結核菌牛10株 を1mg接 種

し,4週 後 ツ反応陽転を確めた後,動 物をA,B,Cの

三群に分ち,同 菌の5mgをA群12匹 には 蹠 皮下 に,

B群12匹 には耳 静脈 内に接種 した。C群 は再接種を行

わ ず,対 照 と した。A,B群 は再接種後1,2,3,4,

5,6,7,8,10,15,21,28日 目毎に膝窩 リソパ節

を別 出 し,C群 では初接種後4週 および8週 後に同 リソ

パ節を剔出 して検査 に供 した。剔出 リソパ節 に つ い て

は,前2報 におけ ると同様,普 通 染色の他 に 結 核 菌 染

色,格 子線維染色鍍銀法,Unna-Pappenheim染 色 を行

い,ま た塗 抹 してMay-Giemsa染 色,さ らに超生体染

色 を も併用 した。

実 験 成 績

I組 織学的観察

A群 すなわち リソバ行 性再感染群 の主な組 織所見 は第

1表 に示 したが,以 下各所見 について解説 を試 みる。

1)初 期 実質 内病 変:皮 質 内には第1日 か ら充欝血を見

るが,初 感染 に比 してやや高度であ る。 また多核 白血球

の皮質内浸潤 もやや著明であ る。 これ は皮質全般 にほぼ

平等 に散圧性 に認 められ,一 個所 に強 く浸潤す ることは

ない。細網細胞 の増殖 お よび肥大 は,皮 質 においても髄

質 においても一般 に早期か つ顕著 であ る。 しか し,そ の

最 も高度 な部位 は辺縁洞 に近い皮質周辺部であ る。 ここ

には著明な核分裂像を認 め る(第1図 第2図) 。これ に反

して,リ ソパ球は減少 してお り,そ れが ます ます細網細

胞 の増加 を 目立たせ てい る｡細 網細胞 は次第 に 群 を な

し,大 小種々 の巣状を示すが,こ の時期では未だ定型的

類 上皮細胞結節 とは見做 し難い。 また この細網細胞群に

は,多 少の多核 白血球 が混入 している。 しか し,そ の多

第1表 リンパ行性再感染群(A群)の 組織所見

くは変性,崩 壊 し,細 網細胞に貧 食 されている。

皮質の細血管および毛細血管の内皮細胞にも肥大が見

られるが,中 心に血管腔を囲んで規則正しく配列し,結
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核結節様にはな らない。また核分裂 も認め られない。

二次小節は多種多様 の形態 を示す。た だ し,二 次小節

に限局 して結節が形成 され ることはほ とん ど認 められ な

かつた。

2)結 核結節:接 種後第3日 ですでに定型的な類上皮細

胞 結節が見 られ る。個 々の結節 の性状は初感染時の初 発

結節 とほ とん ど異な らないが,最 初か ら多少 とも多核 白

血球が結節内に見 られ る点でやや趣 を異 に してい る。 こ

の白血球は変性,崩 壊,さ らに貧食 され ているものが多

い。結節周囲に も多核 白血球,リ ソパ球等 の細胞浸潤は

見 られ ない。 したがつて血液由来の細胞成分が結節形成

に主役 を演ず るとは考 え難 い。

第3-4日 目における結節 は皮質 のほか に,髄 質お よ

び リソバ洞壁にも認 め得 る。 しか しなが ら,最 も多数か

っ著明に形成せ られ る部 分は皮質周辺部,殊 にそ の辺縁

洞 に近い部分であ る(第3図)。 すなわ ち初発結節 の分布

は細網細胞増殖部位 に一致 してい る。 また結節境 界に存

在す る細網細胞 をとは,有 糸分裂像がかな りしば しば認 め

られ る(第4図)。 さらに,結 節 内部 にさえ核分裂像を見

ることがある。結節 は以後次第 に数を増すが,第8日 ま

では個々 の結節は拡大 お よび融合 の傾向 をほ とん ど示 さ

ず,初 発当時 と類似 の状 態を示す。

第10日 頃か ら,結 節周囲の肥大細網細胞 も類上皮細胞

化 して結節に融合 し,漸 次結節が拡大 す る。一方結節 を

構成す る類上皮細胞 は紡錘形ない し不規則 形 とな り,結

節の構造 も疎 となる。 また この頃か ら結節周辺部に ラソ

グハ ソス型巨細胞の形成 が見 られ,特 に第15日 以後に

著明であ る。該 巨細 胞は辺 縁洞 に近 い皮質周辺部に形成

された結節に多い(第5図)。

第21日 以後では 結核病 変が 甚 だ高度 とな り,乾 酪変

性 も出現す る。 この際,結 節 の中心部 には壊死 の出現以

前か ら高度 の多核白血球浸 潤 と多数の結核菌が認 められ

ることが多い。

皮質 と髄質 の結核病変 を比較す ると,全 経過を通 じて

一般に髄質の方が軽度である。

3)リ ソバ洞病 変:早 期 の洞病変 は初感染時 と同様 多

核白血球浸潤 と網内系細胞の肥大 とを主 とす る。多核 白

血球浸潤は第1日 に高度であ るが,そ の後 は減少す る。

網内系細胞は肥大,貧 食が著明。ただ し,核 分裂 は認め

られ ず,増 殖 は明かでない。第3-4日 頃か ら リソバ洞

壁 に小 さな類上皮細胞結節を認め る。 しか し一般 に,洞

の結核病 変は実質 内よ りもはるか に軽度であ る。

4)間 質 および被膜 の病変:接 種後早期か ら結合組織に

浮腫,出 血,変 性等が認 め られ,血 管 にも壁変性や内膜

肥厚が見 られた。第7-8日 頃か らは,被 膜 の結合組織

内 にも結核結節を認め る。

5)結 核 菌:第1,2日 に おいては,リ ソパ節内に結核

菌を証 明出来 ないか,ま たは証明出来て も極めて少数 で

ある。結節形成後 も第8日 目までは結節内の菌が非常 に

少い。第10日 目頃か ら次第 に菌が多数 とな り,第21日 以

後では,結 節内に甚だ多数認 め られ る。 しか し,総 じて

結節内結核菌 の数は初感 染の場合 とくらべ ると,明 らか

に少 いといい得 る。

次 にB群,す なわ ち血行性再感染群について述べ る。

主な組織所 見は第2表 に示す如 くであ る。以下 主 として

A群 と異なる点を取上 げて述べ ることにす る。

第2表 血行 性再 感染 群(B群)の 組織所見

1)結 節形成 前の実質 内病変 中,細 網細胞増 殖 の程度は

A群 に比 してやや軽い。 また増殖 は皮質,髄 質 を 問 わ

ず,主 として血管周囲に多い。 しか しながら,皮 質 にお

いては,し ば しば二次小 節末梢部に も認 め られる。 これ

ら細網 細胞増殖部 には核分裂像が見 られ る。

2)結 核結節 はA群 と同 じく,接 種後第3日 目には じめ

て認め られたが,そ れ は主 として二次小節末梢部お よび

其他 の皮質部位 の血管 周囲である。第4日 目には髄質に

も結節形成を見た。 この際も血管 との関係 が 密 で あ る

(第6図)。 第6-7日 頃か ら,類 上 皮細胞 の中には2-

3個 の核を有す る大型の ものが現わ れ,巨 細胞形成を思

わ しめるが,全 体に定型的 ラソグハ ソス型巨細胞はA群

に比 して少い。結節 の進展,拡 大は第10韻 以後 と錐 も

著明ではない。第28日 以後 には乾酪変性 も見 られ るが,

比較的小 範囲に止 ま り,A群 に見 られた よ うな広汎な病

変は見 られなかつた。

3)リ ソバ洞初期病 変はA群 と同様認 められたが,そ の

程度 はやや軽い。洞内に多数 の赤血 球が充満 しているも

のや,線 維素析出 の高度な ものに もしば しば遭遇 した。

4)結 合組 織および血管壁 の循環障害 と,退 行 変性はA
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附 図

第1図

H.-E.染 色,10×10,A群,第2日 。

辺 縁 洞 に近 い 皮 質 周 辺 部 に 細 網 細 砲 の 肥大 増 殖 著 明｡

第2図

H.-E.染 色,10×40,同 上,強1拡 大

核 分裂 も認 め られ る。 矢 は核 分 裂 像 を指 す。

第3図

H.-E.染 色,10Ｘ10,A群,第4日｡

辺 縁 洞 に 近 い 皮 質 周 辺 部 に 結 核 結節 形 成｡

第4図

H.-E染 色,10×90,同 上,強 拡 大(油 浸)

類 上 皮細 胞 結 節 の境 界 部 にあ る細 網 細 胞 の核 分 裂 像

(矢 印)

第5図

H.-E.染 色,10Ｘ10,A群,第15日 。

ラ ング ハ ンス型 巨 細 胞。 辺 縁 洞 に近 い 皮 質 周 辺 部 に位

置 を占 め る。

第6図

H.-E.染 色,10×40,B群,第4日｡

髄 質 内血 管(↓)の 周 囲 に形 成 さ れ た結 核 結 節(↓)

第7図

ギ ムザ染 色,10×90,B群,第5日 。

塗 抹標本 上 に も多 数 の細 網 細 胞 が見 られ る。
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群 よ りも高度であ る。結合組織 内の結核結節 もすでに第

5日 目に見出 された。

5)抗 酸性穎粒 と桿状結核菌,お よび二次小節末梢部 に

おけ る抗酸性顆粒 と結節形成 との関係等は初感 染時にお

け るよ うに明瞭ではない。 一般 に結節内の結核菌は全経

過を通 じて極 めて少数であ り,A群 よ りもさらに少 い。

対照 と してのC群 では,4週 後においても,8週 後 に

おいても,膝 窩 リソパ節には結核結節 が認め られ なかつ

た。た だ し洞 カタルの状態はいずれの例 にも見 られ,ま

た8週 後 のものには皮質内細網細胞の増加 が 認 め ら れ

た。

II細 胞学的観察

主 として細網細胞,単 球お よび類上 皮細胞 にっいて述

べ る。

第1-4日 頃におけ る超生体染色 では,リ ソパ球に混

じて典型的な中性赤花冠を有す る単球 も比較的多 く見 ら

れ るが,こ れに劣 らず多数 の細網細胞 が認め られ る。細

網細胞には幼若 型 と見 られ るもの,す なわち小円形の核

を持 ち,原 形質 せま く,突 起を有 し,肥 体は鈍円形 ない

し不 正形,中 性赤顆粒 は比較的微細で少数な もの,ま た

ヤー ヌス緑 顆粒 の多 いものや,核 膜に接 して桿状 のヤー

ヌス緑顆粒 を認 めるもの等が多数認め られ る。 また同時

に,老 化型 と見 られ るものも存す る。これは類 円形核,胞

体 が膨化 し,中 性赤顆粒は粗大,か つ空胞 および貧食物

を多 く含 んで いる。 類上皮細胞出現 前後す なわ ち第5日

頃に至 り,細 網細胞性要素は益々多数 となるに反 し,単

球 は増加を示 さない。 これ ら細網細胞は多様 な形態 を示

す。す なわ ち,核 が一方に偏 して広 い原形質 を有 し,比

較的微細な 中性赤お よび ヤー ヌス緑顆粒 が胞体 内に不規

則 に散在す るもの,中 性赤顆粒 の分布 お よび大 き さが 一

様で ないもの等であ る。 また一 方,核 の性状 および胞体

の形か ら類上皮細胞 と見 られ るものも,そ の原形質内顆

粒 の状態は決 して一律 ではない。す なわ ち単球類似 の中

性赤花冠を有す るもの,花 冠 を形成す る顆粒が比較的大

き くかつ不同であ るもの,ま た大小不 同の中性赤顆粒が

花冠状を示 さずに散在す るもの,微 細 な中性赤顆粒が胞

体内 に平等に密在す るもの,胞 体周辺部殊 に核 に近い部

分に顆粒が集合 してい るもの等 がある。 ヤーヌス緑顆粒

は胞体周辺部に存 す ることが多いが,時 には 中心部に も

中性赤顆粒 と混 じて存 在す ることもある。 また二核ない

し三核の類上皮細胞(巨 細胞)も 見 られ る。 この際は核

が胞体周辺部に位 置 し,中 性赤顆粒 は中心部 に集合 して

存 す ることが多 い。類上 皮細胞 は後期 になるにしたがっ

て,胞 体内殊 にその周辺部 に多数 の不染性顆粒を含む細

胞 が次第に増加す る。

以 上述べ た如 く,類 上皮細胞 の超生体染色所見 は必 ず

しも 一様で な く,一 方細網細胞 の変化型 も多様 の所見 を

示す が,こ れ ら相互 の中のあ るものは,互 に相似 した性

状 を有 し,い ずれに属す るか判定に困難 を感ず るものも

少 くない。

ギ ムザ染色に よつても細網 細胞 →類上皮細胞 の移行 を

思わ しめ る所見が得 られる ことは第1報 で も述べたが,

本実験において類 上皮細胞 が塗抹標本上 に出現す るのは

第5日 頃であ る。 この頃には,楕 円形ない し 類 円 形 の

核,2～3個 の核小体 を有 し,胞 体がせ ま く,突 起を有

す る不正形 の,比 較的塩基性 に富む幼若細網細胞がかな

り多数認め られる(第7図)。 また細胞体 の周辺部が好塩

基性の強い ものや,胞 体が膨化 し,貧 食顕著な もの等 を

認め る。 なお,細 網細胞 の核分裂像 と見 られ るものにも

遭遇 した。

考 案

今 回の再感染実験では,そ の病 変が リソバ行性,血 行

性共 に初感染 の病変 と比較 してやや趣 を異 に していた。

その主 なるものは

(1)実質 内細網細胞増殖肥大が よ り一層顕著 な こと。(2)接

種後結節形成 まで の期間が短 縮せられ,初 発部位 にも若

干 の差異 を示す こと。(3)巨細胞形成 が著 明なこと。(4)結

節 の進展 および拡大 がおそ く,結 核菌が少 いこと。等で

あ る。以下 これ らについて考案 を試み る。

再感染 の場合は初感 染に比 して結核結節が よ り早期に

発現す ることはすでに多 くの人 によ り確かめ ら れ て い

る。Pagel3)お よび武田4)に よると,こ の事実は結核結

節 のア レルギー性成立 を物語 るものであ るとい う。一 方

Lurie5)6)は,そ の原因を再感染においては予め経過 し

た結核感染に よつて細網 内皮系機能が亢進 してい ること

に基 くものと考えている。今回 の私 の実験においては,

リソバ実質内における細網細胞 の肥大増殖は第1お よび

2報1)2)よ りも さらに高度であ り,結 核結節は この細網

細胞増殖部位 に一 致 して多 く形成 されてい る。一方,細

胞学的観察においても,細 網細胞 の幼若型 および変化型

が初感 染の場合 よ りも早期かつ多数 に出現 した。 また細

網細胞変化型 と類上 皮細胞 とは,そ の細胞学的性格にお

いてかな りの一致 を見 る。 したがつて,再 感染において

結節形 成が促進 され るのは,主 として実質内細網細胞の

増殖の盛んな ことおよび細網細胞 の機能亢進にその原因

を求め得 ると考 える。前回 の初感染実験では,類 上皮細

胞が他 の血 球を伴わず単独 に皮質内細網細胞か ら発生 し

得 ることを報告 したが,今 回 の実験では初発結節内に も

多少の多核 白血球混入を認めた。 しか し,そ の多 くは変

性崩壊 に陥 り,類 上皮細胞 に貧食 されてい るので,多 核

白血 球が結節形成 に大 きな役割を演ず ることは考え られ

ない。 また血液単球は初感染 の場合に比 して特に多 くは

出現 していな い。 したがつて これ も再感染 時の結節形成

促進 に直接 の関係あ りとは考え られない。

次 に結節 の初発部位 について検 討す る。 リソパ行性 の
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群 よ りも高度であ)る。結合組織 内の結核結節 もすでに第

5日 【に見出 された。

5)抗 酸性穎粒 と桿状結核菌,お よび二次小節末檎部 に

おけ る抗酸性顯粒 と結節形成 との関係等は初感 染時にお

け るよ うに明瞭ではない。一一般 に結節内の結核菌は全経

過を通 じて極 めて少数であ)り,A群 よ りもさらに少 い。

対照 と してのC群 では,4週 後においても,8週 後 に

おいても,膝 窩 リソパ節には結核結節 が認め られ なかつ

た。た だ し洞 カタルの状態はいずれの例 にも見 られ,ま

た8週 後 のものには皮質内細網細胞の増加 が 認 め ら れ

た。

璽 細胞学的観察

主 として細網細胞,単 球お よび類上 皮細胞 にっいて述

べ る。

第1-4田 頃におけ る超生体染色 では,リ ソパ球に混

じて典型的な中性赤花冠を有す る単球 も比較的多 く見 ら

れ るが,こ れに劣 らず多数 の細網細胞 が認め られ る。細

網細胞には幼若 型 と見 られ るもの,す なわち小円形の核

を持 ち,原 形質 せま く,突 起を有 し,肥 体は鈍円形 ない

し不 正形,中 性赤顯粒 は比較的微細で少数な もの,ま た

ヤー ヌス緑 顯粒 の多 いものや,核 膜に接 して桿状 のヤー

ヌス緑顯粒 を認 めるもの等が多数認め られ る。 また同時

に,老 化型 と見 られ るものも存す る。これは類 円形核,胞

体 が膨化 し,中 性赤顯粒は粗大,か つ空胞 および貪食物

を多 く含 んで いる゜i類上皮細胞出現 前後す なわ ち第5【

頃に至 り,細 網細胞性要素は益々多数 となるに反 し,単

球 は増加を示 さない。 これ ら細網細胞は多様 な形態 を示

す。す なわ ち,核 が一方に偏 して広 い原形質 を有 し,比

較的微細な 中性赤お よび ヤー ヌス緑顯粒 が胞体 内に不規

則 に散在す るもの,中 性赤顯粒 の分布 お よび大 き さが一

様で ないもの等であ る。 また一 方,核 の性状 および胞体

の形か ら類上皮細胞 と見 られ るものも,そ の原形質内顯

粒 の状態は決 して一律 ではない。す なわ ち単球類似 の中

性赤花冠を有す るもの,花 冠 を形成す る穎粒が比較的大

き くかつ不同であ るもの,ま た大小不 同の中性赤顯粒が

花冠状を示 さずに散在す るもの,微 細 な中性赤穎粒が胞

体内 に平等に密在す るもの,胞 体周辺部殊 に核 に近い部

分に穎粒が集合 してい るもの等 があ)る。 ヤーヌス緑顯粒 〆

は胞体周辺部に存 す ることが多いが,時 には 申心部に も

中性赤顯粒 と混 じて存 在す ることもある。 また二核ない

し三核の類 上皮細胞(巨 細胞)も 見 られ る。 この際は核

が胞体周辺部に位 置 し,申 性赤穎粒 は中心部 に集合 して

存 す ることが多 い。類上 皮細胞 は後期 になるにしたがっ

て,胞 体内殊 にその周辺部 に多数 の不染性顯粒を含む細

胞 が次第に増加す る。

以 上述べ た如 く,類 上皮細胞 の超生体染色所見 は必 ず

しも一一様で な く,一 方細網細胞 の変化型 も多様 の所見 を

示す が,こ れ ら相互 の中のあ るものは,互 に相似 した性

状 を有 し,い ずれに属す るか判定に困難 を感ず るものも

少 くない。

ギ ムザ染色に よつても細網 細胞 →類上皮細胞 の移行 を

思わ しめ る所見が得 られる ことは第1報 で も述べたが,

本実験において類 上皮細胞 が塗抹標本上 に出現す るのは

第5日 頃であ る。 この頃には,楕 円形ない し 類 円 形 の

核,2～3個 の核小体 を有 し,胞 体がせ ま く,突 起を有

す る不正形 の,比 較的塩基性 に富む幼若細網細胞がかな

り多数認め られる(第7図)。 また細胞体 の周辺部が好塩

基性の強い ものや,胞 体が膨化 し,貪 食顕著な もの等 を

認め る。 なお,細 網細胞 の核分裂像 と見 られ るものにも

遭遇 した。

考 案

今 回の再感染実験では,そ の病 変が リソバ行性,血 行

性共 に初感染 の病変 と比較 してやや趣 を異 に していた。

その主 なるものは

ω 実質 内細網細胞増殖肥大が よ り一一層顕著 な こと。(2)接

種後結節形成 まで の期間が短 縮せられ,初 発部位 にも若

干 の差異 を示す こと。(3}巨細胞形成 が著 明なこと。ω結

節 の進展 および拡大 がおそ く,結 核菌が少 いこと。等で

あ る。以下 これ らについて考案 を試み る。

再感染 の場合は初感 染に比 して結核結節が よ り早期に

発現す ることはすでに多 くの人 によ り確かめ ら れ て い

る。Pagel3)お よび武田4)に よると,こ の事実は結核結

節 のア レルギー性成立 を物語 るものであ るとい う。一 方

Lurie5)6)は,そ の原因を再感染においては予め経過 し

た結核感染に よつて細網 内皮系機能が充進 してい ること

に基 くものと考えている。今回 の私 の実験においては,

リソバ実質内における細網細胞 の肥大増殖は第1お よび

2報1)2)よ りも さらに高度であ り,結 核結節は この細網

細胞増殖部位 に一 致 して多 く形成 されてい る。一方,細

胞学的観察においても,細 網細胞 の幼若型 および変化型

が初感 染の場合 よ りも早期かつ多数 に出現 した。 また細

網細胞変化型 とi類上 皮細胞 とは,そ の細胞学的性格にお

いてかな りの一致 を見 る。 したがって,再 感染において

結節形 成が促進 され るのは,主 として実質内細網細胞の

増殖の盛んな ことおよび細網細胞 の機能充進にその原因

を求め得 ると考 える。前回 の初感染実験では,i類 上皮細

胞が他 の血 球を伴わず単独 に皮質内細網細胞か ら発生 し

得 ることを報告 したが,今 回 の実験では初発結節内に も

多少の多核 白血球混入を認めた。 しか し,そ の多 くは変

性崩壊 に陥 り,類 上皮細胞 に貧食 されてい るので,多 核

白血 球が結節形成 に大 ぎな役割を演ず ることは考え られ

ない。 また血液単球は初感染 の場合に比 して特に多 くは

出現 していな い。 したがつて これ も再感染 時の結節形成

促進 に直接 の関係あ りとは考え られない。

次 に結節 の初発部位 について検 討す る。 リソバ行性 の
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場合,初 感染 では髄質洞 に近い皮質周辺部 に 初 発 す る

が,再 感染 では辺縁洞に近い皮質周辺部 に初発結節を見

る ことが最 も多い。その理由を考 えると,リ ンパ行性再

感染時,細 網細胞 の肥大増殖が最 も早期かつ著明 なのは

辺縁洞 に近 い皮質周辺部であ り,輸 入 リソパ管を通つて

侵入 した結核菌は この部の増殖性かつ貧食能 の昂 まつて

いる細網細胞 に容易に捕捉 され,こ こに最初 の結節形成

を見 ると考え られ る。次に,血 行性 の場合,初 感染では

結節初発はほ とん ど専 ら二次小節末梢であ るのに,再 感

染では皮質お よび髄質 の血管周 囲にも初発す る。 この場

合は,菌 が二次小 節に達す る前 に菌捕捉力 の昂 まつてい

る皮質内細血管ない し毛細血管 にも捕捉 され,そ の周囲

に増殖 してい る細網細胞に摂取 され て結節形成に至 ると

解 され る。(注:再 感染 において血管 の菌捕捉力お よび

組織 の貧 食能 の昂 まつてい ると とについて は 武 田4),

Lurie7)等 の報告があ る。)

ラソグハ ソス型 巨細胞 の発生 について も種々の異論 が

あ り,そ の発生母地 と しては血管胚芽8),単 球9),細 網

細胞10)等が挙 げられ てい る。またそ の発生原因について

は,乾 酪物質 に対す る反応 として生ず ると考え るもの11),

結核菌菌体成分 中のあ るものが特に関係す ると考 えるも

の12),菌 量 および毒力 と関係あ りとす るもの13)14)15)等

があ り,未 だ に意見 の一致を見ない。 さらにRist16),

中田17),Laporte18)等 は巨細胞 が 再感染 の際 に多数か

つ著 明に現れ ると述べてい る。私の実験においても,巨

細胞 の発生は初感染 の場合 よ りも再感染 に早期かつ著 明

であつた。 また リソバ行性再感 染では辺 縁洞 に近 い皮質

周辺部 に位置す る結節に多 く見 られ,結 節初発部位 およ

び細網細胞増殖部位に一致す る。 したがつて,巨 細胞 も

また類上皮細胞 と同 じ く,細 網細胞に由来す るものであ

り,再 感染時 の著明な出現 は細網 細胞 の旺盛 なる増殖 お

よび機能亢進に基 くもの と解 され る。本細胞 の発生原因

については,今 回の実験では明かにな し得 ないが,結 節

に まだ乾酪変性が現 われない前か ら巨細胞 が見 られ るの

で,少 くとも本 細胞が壊死 の刺激 に対す る反応 として生

ず るとなす説には賛成出来 ない。

さて,再 感染病巣には結核菌が少い こと,お よび菌を

局所に抑留,崩 壊せ しめ る傾 向の巌 いことはLurie7),

中田17),Laporte18),KrauseandWillis19),Richand

McCordock20)等 の報ず るところであ るが,私 の実験

におてい も再感染では初感染 に比 して結節内 の結核菌が

甚だ少かつた。接 種 した菌量は5mgの 比較 的大量であ

るのに,リ ソパ節に見 られ る結核菌が甚だ少数であ るの

は,リ ソバ行 性の場合 は接種局所た る皮下,血 行性の場

合は肺等において多数 の菌 が捕捉,抑 留 され,リ ソパ節

に到達 す る菌 が少い上に,リ ン パ 節 自体 において も菌

の発 育抑制 ない し破壊を来す機転が作用 してい ることに

よるもの と考 え られ る。 なお,結 節内結核菌 の状態を経

時的に観察す る と,結 核結節が進展を示 さぬ第8田 頃ま

では結 節内結核菌 はほとん ど認め られぬか,ま たはあつ

て も極 めて少数 であ る。結節が拡大す る第10日 頃か ら結

節内の菌 も次 第に増加 し,乾 酪変性のは じまる頃には多

数 の菌が証明 された。 この所 見は,結 核結節 の進展拡大

にはその結節 内に存す る結核菌の数が常に大 きな意 味を

もつている ことを示 してい る。今 回の実験で血行性再感

染群 が リソバ行性再感染群 よ りも一般 に病 変が軽度であ

る ことも,前 者は後者 よ りも リソパ節に到達す る菌が少

いためと解 され る。 また一般に再感染病 巣は 進 展 が 早

く,し ば しば治癒へ の傾向を示す とされ ているが,こ れ

も結局 はそ の中に含 まれ る結核 菌の少い ことないしはそ

の発育が妨 げられ ることが原因であ ると考 えられ る。

総 括 な ら び に結 論

予 め結核 に罹患せ しめた家兎に牛型結核菌5mgを 蹠

皮下或 は耳静脈内に再接 種 し,膝 窩 リソパ節を経時的 に

剔 出して リソバ行性お よび血行性再感染 につ いて観察 し

た。そ の結果は次の如 くである。

1)リ ソバ実質内の細網細胞増 殖は初感染時 よ りもさら

に高度であ る。増殖は リソバ行性再感染 では辺縁洞 に近

い皮質周辺部,血 行性再感染では実質 内血管周囲 に特に

著明であ る。結節の初 発は これ らの部位 に一致す る。

2)結 節形成は よ り早期 に認 められ,ま た 巨細胞 の出現

も顕著であ る。以 上の原 因は細網細胞 の高度増殖 と機能

亢進に よるもの と解 される。

3)初 期結節内結核菌 は非常 に少い。そ の後 の結節 の進

展 と結節内結核菌の数 とはほぼ平行す る。

4)細 胞学 的観察 においても,細 網細胞は早期かつ多数

出現す る。 またその変化型 も多様 で類上皮細胞に酷似す

るもの も多い。

終 むに臨み,御 指 導 を賜つ た佐藤教授,研 究上便宜 を

与え られた渡辺所長 に感謝致 します。
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